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学校評価 ～前期の教育活動を振り返って～ 

9月 26日、学校評議員、ＰＴＡ会長に参加していただき、学校評価中間報告を行いました。

授業を参観していただいた後に、１学期末に行った生徒・保護者・教職員アンケートの結果

をもとに、本校の教育活動の成果や課題について話し合いました。 

この会でのご意見や改善策等を、後期の活動にいかして取り組みます。なお、中間報告の

詳細は能都中学校ホームページに掲載しています。 
 

☆学校評価中間報告より☆  
※保ア:保護者アンケート、生ア:生徒アンケート、教ア:教職員アンケート（ ）内は R4年度中間 

１ 子どもたちが安全・安心に学べる学校 

保ア 学校は、いじめや問題行動の未然防止、早期発見に努めている。  88.6% (92.6%) 
教ア 各種アンケートをもとに、人間関係づくりに取り組んでいる。       92.3% (93.3%) 
毎朝の「心の健康観察」や学校生活アンケート、いじめアンケートやＱ-Ｕ（学級の分析ツール）

などにより個々の生徒の現状を把握し、いじめや不登校の未然防止、早期発見・早期対応に努めて

います。今後も生徒の変化を見逃さないようにアンテナを高くして日頃から生徒に接し、子どもた

ちが安全・安心に学べる学校づくりに向けて、一層の努力をしていきます。 

２ 生徒の確かな学びを保障する学校 

生ア  授業では、ペアや全体に対して伝えたり、発表したりする場面がある。    90.4%（92.7%） 
生ア  授業では、自分の考えを他の人に伝えたり、書いたりすることができていると思う。 86.0%（87.1%） 
教ア  授業で、思考を伴うアウトプットができる場面を設定している。          １００％ （昨年度無） 
保ア  家庭では、テスト１０日前から、９時以降、３ノー（ノーテレビ、ノーゲーム、ノーＳＮＳ）に取り組んでいる。     46.8%（65.9%） 

☆全国学力学習状況調査・県基礎学力調査結果(中 3：4月 17日・18日実施) 

 県との比較：－5％以上 10％未満   －10％以上        

 全国学力調査 県基礎学力調査 

教科 県との比較 国語  数学  英語  理科  社会  

学力調査の結果からは、自分の考えを表現する力が十分でないこと、どの教科においても基礎・

基本の力が十分身についているとはいえないこと、最後まであきらめずに取り組む力が不足して

いることがわかりました。授業においては、本年度のスタートから生徒が自分の思いや考えをア

ウトプットする活動に重点を置いています。教師も生徒もアウトプットする活動への意識は高ま

っています。今後は、授業のねらいの達成につながるアウトプットを全員ができるよう工夫し、

主体的に学び、表現する力の育成を目指していきます。 

また、家庭学習の量については、引き続き大きな課題となっていて、基礎・基本の定着に関わ

っていると考えられます。定期テスト前の期間でも３割程度の生徒は１時間未満の学習時間とな

っていました。家庭学習の習慣化への課題は、インターネット等の利用時間が多いことと関係が

あります。今後は、生徒が自主的・計画的に家庭学習を進めていけるように工夫を重ねていくと

共に自己指導能力の育成によって、家庭学習の習慣が身につくように取り組んでいます。 

３ 教師の研修意欲が高い学校 

生ア 自分にはよいところがあると思う。                              ７8.９% (８０.6%) 
教ア 学校生活の中で言葉遣いに注意を払い、適切な言語環境を整えている。  １００％ （昨年度無） 
言語環境を整えることについて、教職員の意識は高まっています。今後も人権感覚を高くして言

語環境を整えていくことで、適切な言葉遣いへの生徒の意識も高めていきます。また、日々の学校

生活、授業や行事などで生徒一人一人が活躍する場を確保していますが、さらに、生徒一人一人を

褒め、認める声かけを多くし、自己肯定感を高められるようにしていくとともに、生徒が主役とな

り活動を進められるようにして、達成感や充実感が得られるようにしていきます。 



 

４ 地域社会の一員として信頼される学校 

教ア  地域の人材・教材を取り入れた授業を年２回以上実施（予定）している。   69.2％ （46.7％） 
地域の人材・教材を取り入れた授業については、町内の様々な施設の見学や体験、地域の方々を

講師とする学習活動を充実させてきています。また、地域の事業所の方々の協力を得て、町内２３

カ所で職場体験活動を実施しました。今後、生徒の地域への関心が高まるように、各教科等でも地

域人材や教材を活用していくとともに、様々な活動の様子をホームページやお便り等で発信して

いきます。 

 

 

１１月２日（金） 

 

 ☆スローガン 

 

 

 

   ＊学年発表・・・・・・総合的な学習で取り組んで

きたことを発表します。（１，２年） 

              演劇の発表（３年） 

   ＊合唱コンクール・・各学年自由曲１曲の合唱（最優秀賞を表彰） 

   ＊学年壁画：学年で「全」をテーマに壁画を作成（最優秀賞を表彰） 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行事予定 
   

   1日（水） いしかわ教育ウィーク（～7日） 

学校公開（～7日） 

  2日（木） 能都中祭 

   5日（日） 英語検定 2次 

奥能登タウンミーティング 

12日（日） 県総合防災訓練参加(給食あり)  

13日（月） 振替休業日 

  14日（火） 音楽の集い 

  15日（水） 避難訓練(火災) 

16日（木） 学力テスト 国･理･英（3年生） 

      歯磨き教室(1年生) 

17日（金） 学力テスト 社･数（3年生） 

22日（火） 東京大学海洋アライアンス（2年生） 

 武道指導トップアスリート(1,2年生) 

27日（月） 生徒会委員会 

30日（木） 期末テスト 

12/1日（金） 期末テスト 

 22日（金） 終業式 

 25日（月）26日（火） 通知表渡し・三者面談 

 

 

☆全能登中学校新人体育大会 

【バドミントン（女子）】 

団体   ３位  

ダブルス ３位 町端美月・高木瑠花 

☆石川県中学校新人相撲選手権大会 

 団体   ２位 

☆いしかわ百万石文化祭 2023短歌大会 

 かほく市議会議長賞  木本雄大 

  『ランナーを回すか止める決めるのは 

          おれの役割おれの仕事だ』 

 入選  上野七美  船田博斗 

☆  

 能登海上保署署長賞  東愛子 

☆「ＪＡ共済書道」コンクール 

 条幅の部 石川県教育委員会賞 杉本怜 

 半紙の部 銅賞        杉本怜 

☆鳳珠郡科学作品コンクール 

 入選  町端美月 

☆鳳珠郡読書感想文作品コンクール 

課題図書の部 

 入選  谷内心音  森岡芽久実 

自由図書の部 

入選  﨑山瑠莉  嶋垣翔平 

杉本怜   角井佑奈 

☆鳳珠郡図工・美術作品審査会 

 銀賞  石脇麻央  上野七美          

 入選  安田栞   高原柚衣 

学校のホームページもご覧ください。 

https://cms1.ishikawa-c.ed.jp/notoxj/ 

または、「能都中学校」で検索してください。 

学校の出来事を随時更新しています。 

 

～「全力」を「全力」で出し切れ ～ 


